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　サケのふるさと由良川を守る会（会長　 塩 
しお

 見  日  出  勝 ）では、由良川の環境美化を啓発す
み ひ で かつ

るため、３月８日に音無瀬橋下流左岸の河川
敷で、サケの稚魚約２万匹を放流しました。
 近  藤  沙  映 さん（惇明小１年）は「大きくなっ
こん どう さ え

て帰ってほしいです」とサケの稚魚をやさし
く放しました。
　サケが帰ってくる由良川の環境をいつまで
も守ります。

サケの稚魚放流3
8

大大
きき
くく
なな
っっ
てて
戻戻
っっ
てて
きき
てて
ねね
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平
成　

年
度
当
初
予
算
は
、
将
来
に
わ

２０

た
っ
て
福
知
山
市
の
健
全
財
政
が
維
持
さ

れ
る
こ
と
を
念
頭
に
、
特
別
会
計
・
企
業

会
計
の
財
政
健
全
化
を
図
る
と
と
も
に
、

少
子
化
対
策
を
は
じ
め
と
す
る
市
民
福
祉

の
向
上
、
都
市
再
生
を
は
じ
め
と
す
る
生

活
環
境
整
備
、
市
民
の
安
心
・
安
全
の
確

保
に
重
点
を
置
き
、
事
業
の
「
選
択
」
と

予
算
の
「
集
中
」
に
よ
る
編
成
を
行
い
ま

し
た
。

　

予
算
編
成
の
基
本
的
な
考
え
方
は
、
次

の
３
つ
で
す
。

　

１
つ
目
は
、
安
心
・
安
全
で
人
と
自
然

に
や
さ
し
い
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
で
す
。

　

こ
の
美
し
い
緑
豊
か
な
自
然
を
後
世
に

確
実
に
引
き
継
ぐ
た
め
の
循
環
型
社
会
の

構
築
と
、
市
民
の
大
切
な
命
を
守
り
、
だ

れ
も
が
生
涯
を
通
し
健
康
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
社
会
の
構
築
は
、
ま
ち
づ
く
り
の

根
幹
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

２
つ
目
は
、
豊
か
な
自
然
に
調
和
し
た

 
生
命 
の 
息  
吹 
が
聞
こ
え
る
ま
ち
づ
く
り
で

い
の
ち 

い 
ぶ
き

す
。

　

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
は
、
市
街
地
と

周
辺
農
村
部
の
双
方
が
調
和
の
と
れ
た
発

展
を
め
ざ
す
こ
と
で
あ
り
、
ま
ち
に
躍
動

を
も
た
ら
す
こ
と
で
す
。

　

３
つ
目
は
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を

大
切
に
す
る
心
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
で
す
。

　

「
人
」
づ
く
り
こ
そ
が
、
本
市
の
明
る

い
未
来
を
切
り
開
い
て
い
き
ま
す
。
一
人

ひ
と
り
が
命
の
尊
厳
と
人
権
を
尊
重
し
、

お
互
い
を
認
め
合
い
「
共
に
幸
せ
を
生
き

る
」
社
会
の
実
現
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

一
方
、
今
回
の
不
祥
事
の
信
頼
回
復
の

た
め
、
市
の
行
政
組
織
お
よ
び
職
員
の
職

務
に
か
か
る
法
令
遵
守
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
入
札
に
お
け
る
競
争
性
、
透
明
性
、

公
平
性
の
向
上
に
つ
と
め
ま
す
。

　

一
般
会
計
予
算
は
３
９
４
億
８
０
０
０

万
円
で
、
対
前
年
比
９
・
５
ポ
イ
ン
ト
の

増
、
ま
た
、
特
別
会
計
・
企
業
会
計
を
含

む
総
予
算
は
８
２
３
億
２
２
９
０
万
５
０

０
０
円
で
、
対
前
年
比
２
・
９
ポ
イ
ン
ト

の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

「　

世
紀
に
は
ば
た
く
北
近
畿
の
都　

２１

福
知
山
」
の
実
現
を
確
実
な
も
の
に
す
る

た
め
に
も
、
「
人
・
地
域
・
自
然
を
未
来

に
つ
な
ぐ
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
第
４
次

総
合
計
画
と
第
４
次
行
政
改
革
大
綱
を
両

輪
と
し
て
行
政
経
営
を
推
進
し
、
職
員
が

一
丸
と
な
っ
て
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
幸

せ
を
築
く
た
め
に
最
大
限
の
努
力
を
重
ね
、

合
併
３
年
目
を
飛
躍
す
る
年
に
し
ま
す
。

人
・
地
域
・
自
然
を

未
来
に
つ
な
ぐ平成２０年度当初予算

823億2290万5000円
総額
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市
の
お
金
は
、
行
政
運
営
の
た
め
の
基

本
的
な
経
費
を
賄
う
一
般
会
計
、
特
定
の

事
業
に
つ
い
て
一
般
会
計
と
は
切
り
離
し

独
立
し
た
予
算
で
行
う
特
別
会
計
（　

会
１７

計
）
、
民
間
企
業
の
よ
う
に
独
立
採
算
制

で
収
支
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
な
が
ら
市
が

直
接
事
業
を
経
営
す
る
企
業
会
計
（
３
会

計
）
と
、
大
き
く
３
つ
の
財
布
に
分
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
の
当
初
予
算
額
は
、
昨
年

２０

度
額
よ
り
２
・
９
ポ
イ
ン
ト
減
の
総
額
８

２
３
億
２
２
９
０
万
５
０
０
０
円
に
な
り

ま
し
た
。

　

一
般
会
計
は
、「
ｅ
‐
ふ
く
ち
や
ま
整
備

事
業
」・「（
仮
称
）
北
近
畿
の
都
セ
ン
タ
ー

建
設
事
業
」
な
ど
の
合
併
特
例
債
を
活
用 

し
た
事
業
を
進
め
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、

対
前
年
比　

億
３
０
０
０
万
円
増
、
９
・

３４

５
ポ
イ
ン
ト
増
の
３
９
４
億
８
０
０
０
万

円
に
な
り
ま
し
た
。

　

特
別
会
計
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
事
業

の
創
設
に
よ
り
国
民
健
康
保
険
事
業
と
老

人
保
健
医
療
事
業
を
大
幅
に
減
額
し
た
こ

と
な
ど
で
、
全
体
と
し
て
前
年
度
よ
り　
６２

億
６
７
４
１
万
１
０
０
０
円
（　

・
６
ポ

１６

イ
ン
ト
）
減
の
３
１
４
億
５
７
６
１
万
５

０
０
０
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

企
業
会
計
は
、
全
体
と
し
て
前
年
よ
り

３
億
７
７
８
４
万
８
０
０
０
円
（
３
・
４

ポ
イ
ン
ト
）
増
の
１
１
３
億
８
５
２
９
万

３
０
０
０
円
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

水
道
事
業
は
減
と
な
り
ま
し
た
が
、
ガ
ス 

事
業
の
増
、
病
院
事
業
が
企
業
債
償
還
や

人
件
費
の
増
な
ど
に
よ
り
大
幅
な
増
と

な
っ
た
た
め
で
す
。

　

平
成　

年
度
決
算
か
ら
地
方
公
共
団
体

２０

財
政
健
全
化
法
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
一
般

会
計
だ
け
で
な
く
特
別
会
計
や
企
業
会
計
、

第
三
セ
ク
タ
ー
な
ど
も
含
め
た
福
知
山
市

全
体
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
、
実
質
赤
字

比
率
な
ど
の
健
全
化
判
断
比
率
を
算
定
し
、

財
政
運
営
上
の
課
題
を
早
期
に
発
見
す
る

こ
と
で
、
福
知
山
市
の
財
政
の
健
全
化
を

図
り
ま
す
。

 

　

市
で
は
、
す
べ
て
の
特
別
会
計
と
企
業

会
計
に
つ
い
て
も
事
業
を
総
点
検
し
、
財

政
健
全
化
に
向
け
て
の
改
善
施
策
を
行
い

ま
す
。

　

ま
た
、
病
院
事
業
会
計
や
公
設
地
方
卸

売
市
場
、
簡
易
水
道
事
業
、
下
水
道
事
業

な
ど
に
対
し
て
一
般
会
計
か
ら
繰
出
金
な

ど
を
増
額
し
支
援
し
ま
す
。
こ
の
財
源
は

財
政
調
整
基
金
の
３
億
４
０
０
０
万
円
を

活
用
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
減
債
基
金
を
活
用
し
て
高
利

率
の
市
債
を
繰
上
償
還
し
ま
す
。

●
Ｋ
Ｔ
Ｒ
宮
福
線
開
業

周
年
記
念
事
業

２０
…　

万
円
《
総
務
費
》

５３

　

Ｋ
Ｔ
Ｒ
宮
福
線
の
開
業
を
契
機
に
例
年

開
催
し
て
い
る
「
鬼
力
の
由
良
川
夏
ま
つ

り
」
に
合
わ
せ
て
、
Ｋ
Ｔ
Ｒ
の
利
用
促
進

に
つ
な
が
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

【
企
画
推
進
課
】

■
妊
婦
健
康
診
査
事
業

…
２
０
６
１
万
５
０
０
０
円
《
衛
生
費
》

　

妊
婦
健
康
診
査
の
公
費
負
担
回
数
を
２

回
か
ら
５
回
へ
拡
大
し
、
京
都
府
外
へ
里

帰
り
す
る
妊
婦
に
つ
い
て
も
償
還
払
い
で

対
応
し
ま
す
。　
　
　
 
【
健
康
推
進
室
】

●
大
江
統
合
保
育
園
整
備
事
業

…
２
億
８
８
５
０
万
円
《
民
生
費
》

　

大
江
地
域
の
４
保
育
園
を
１
園
に
統
合

し
、
河
守
土
地
区
画
整
理
事
業
地
内
に
整

備
し
ま
す
。　
　
　
 
【
子
育
て
支
援
課
】

平
成

年
度

お
も
な
事
業

２０

平
成　

年
度
で
行
う
お
も
な
事
業
や
、
新
規
に
取
り
組
む
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

２０

※
●
は
新
規
事
業
、
■
は
継
続
事
業
で
す
。

安
心
・
安
全
で
人
と
自
然
に
や
さ
し
い

快
適
な
ま
ち
づ
く
り

各会計別の予算額　　　※１０００円以下は四捨五入。

特集　平成２０年度予算

対前年比
(ポイント)予算額会　　　　計

9.5394億8000万円一般会計
－ 16.6314億5762万円特別会計
－ 6.072億260万円国民健康保険事業
－ 7.05940万円国民健康保険診療所費
－ 8.22020万円と畜場費
21.825億7950万円簡易水道事業
20.958億3220万円下水道事業
93.31億2330万円宅地造成事業
－ 1.12690万円休日急患診療所費
－ 1.55億5370万円公設地方卸売市場事業
－ 90.08億4600万円老人保健医療事業
－ 20.510億7900万円福知山駅南土地区画整理事業
－ 6.711億330万円農業集落排水施設事業
3.125億4300万円石原土地区画整理事業

－ 33.721億4900万円福知山駅周辺土地区画整理事業
3.055億1800万円保険事業勘定介護保

険事業 － 68.22160万円介護サービス事業勘定
－ 54.71億1290万円河守土地区画整理事業
－ 4.922万円下夜久野地区財産区管理会
皆増16億8680万円後期高齢者医療事業
3.4113億8529万円企業会計
0.610億9492万円ガス事業

－ 0.818億1607万円水道事業
4.884億7430万円病院事業

－ 2.9823億2291万円合　　計
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●
障
害
児
在
宅
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
特
別
軽

減
事
業…１

８
４
万
８
０
０
０
円
《
民
生
費
》

　

満　

歳
に
達
す
る
月
ま
で
の
在
宅
障
害

１８

児
が
利
用
す
る
居
宅
介
護
・
行
動
援
護
・

児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
・
短
期
入
所
サ
ー
ビ

ス
な
ど
の
介
護
給
付
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、

障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
利
用
者
負

担
を
さ
ら
に
２
分
の
１
と
し
ま
す
。

【
社
会
福
祉
課
】

■
の
び
の
び
福
知
っ
子
就
学
前
発
達
支
援

事
業
（
発
達
障
害
者
支
援
体
制
整
備
事

業
）　
　
 
…
２
０
０
０
万
円
《
民
生
費
》

　

幼
稚
園
と
保
育
園
で
、
問
診
、
集
団
行

動
観
察
、医
師
の
診
察
を
行
い
、臨
床
心
理

士
な
ど
の
専
門
職
に
よ
る
発
達
相
談
や
就

学
前
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。
要

支
援
児
に
友
達
と
一
緒
に
過
ご
せ
る
ワ
ザ

を
身
に
つ
け
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
を
行

い
、
保
護
者
に
は
子
ど
も
の
対
応
を
一
緒

に
考
え
て
よ
り
よ
い
親
子
関
係
づ
く
り
を

支
援
し
ま
す
。ま
た
、園
を
巡
回
し
て
保
育

士
な
ど
を
支
援
し
ま
す
。【
社
会
福
祉
課
】

■
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
事
業
（
三

和
地
区
）　
　
　

…
３
億
６
５
０
０
万
円

　

長
田
野
工
業
団
地
ア
ネ
ッ
ク
ス
京
都
三

和
へ
の
企
業
立
地
や
、新
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
建
設
に
伴
う
汚
水
流
入
増
加
に
対
応

す
る
た
め
、三
和
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
水
処
理

施
設
を
増
設
し
ま
す
。  【
下
水
道
整
備
課
】

■
地
域
公
共
交
通
会
議

…　

万
６
０
０
０
円
《
総
務
費
》

７２

　

本
市
の
交
通
の
あ
り
方
、輸
送
サ
ー
ビ

ス
の
内
容
に
つ
い
て
、行
政
・
住
民
・
民
間

事
業
者
・
関
係
団
体
な
ど
で
組
織
す
る「
地

域
公
共
交
通
会
議
」で
協
議
し
、地
域
の
実

情
に
配
慮
し
た
交
通
体
系
を
段
階
的
に
整

備
し
ま
す
。　
　
　
　
　
【
生
活
交
通
課
】

●
総
合
防
災
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業

…
４
１
０
６
万
９
０
０
０
円
《
消
防
費
》

　

消
防
署
の
機
能
を
兼
ね
備
え
た
総
合
防

災
セ
ン
タ
ー
を
建
設
し
、
防
災
体
制
の
充

実
・
強
化
を
図
り
ま
す
。平
成　

年
度
は
実

２０

施
設
計
な
ど
を
行
い
ま
す
。【
消
防
本
部
】

● 
橋  
梁 
長
寿
命
化
対
策
事
業

き
ょ
う 
り
ょ
う

…
４
０
０
万
円
《
土
木
費
》

　

今
後
老
朽
化
す
る
橋
梁
の
長
寿
命
化
修

繕
計
画
を
策
定
し
、
従
来
の
事
後
的
な
修

繕
・
架
け
替
え
か
ら
、
予
防
的
な
修
繕
・

計
画
的
な
架
け
替
え
へ
の
転
換
を
図
り
ま

す
。
平
成　

年
度
は
、　

橋
梁
の
老
朽
度

２０

１７

な
ど
を
調
査
し
ま
す
。　
　
　
【
土
木
課
】

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
緊
急
割
込
放
送
設

備
整
備
・
防
災
情
報
提
供
事
業

…
２
７
４
万
１
０
０
０
円
《
消
防
費
》

　

市
役
所
に
緊
急
割
込
放
送
設
備
を
設
置

し
、
ふ
く
ち
や
ま
Ｆ
Ｍ
キ
ャ
ッ
ス
ル
の
放

送
に
遠
隔
操
作
で
割
込
放
送
を
行
い
、
災

害
時
の
避
難
情
報
な
ど
を
発
信
し
ま
す
。

【
総
務
課
】

一般会計予算（歳入） 【市税】市民税や固定資産税・軽自
動車税など、みなさんが市に納め
ていただく税金 

【繰入金】特定の目的のために積み
立てている基金を取り崩すお金 

【使用料・手数料】市の施設の利用
料や、証明書発行などの手数料 

【分担金・負担金】市が行う事業で
特に利益を受ける場合、市に納め
ていただくお金 

【財産収入】市が持っている土地・
家屋などの貸し付けや売却に伴い、
市に入るお金 

【諸収入】預金利子など、ほかのい
ずれにも該当しない収入 

【寄附金】市に寄附いただくお金 
【地方交付税】市の財政状況に応じ
て、国から交付されるお金 

【市債】事業を行うために、国など
から借りるお金。合併特例債など 

【国庫支出金・府支出金】補助金な
ど特定の目的の財源として、国や
府から交付されるお金 

【各種交付金】国や府の税金などか
ら、一定の率で交付されるお金 

【地方譲与税】国の税金として徴収
後、配分されるお金 

使用料及び手数料 
11億8112万3000円 
［3.0㌫（0.1ポイント）］ 

分担金及び負担金 
6億9099万8000円 
［1.7㌫（10.2ポイント）］ 

国庫支出金 
35億2301万4000円 
［8.9㌫（－1.4ポイント）］ 

地方譲与税 
5億1600万円 
［1.3㌫（－1.9ポイント）］ 

地方特例交付金 
1億1200万円［0.3㌫（41.8ポイント）］ 

自動車取得税交付金 
3億7600万円［1.0㌫（－6.0ポイント）］ 

利子割交付金 
8100万円 
［0.2㌫（68.8ポイント）］ 

市債 
60億1380万円 
［15.2㌫（52.9ポイント）］ 

府支出金 
21億275万1000円 
［5.3㌫（－9.7ポイント）］ 

地方消費税交付金 
8億9500万円 
［2.3㌫（－4.5ポイント）］ 

諸収入 3億7643万5000円 
　　　  ［1.0㌫（101.8ポイント）］ 

繰入金  
16億4881万6000円 
［4.2㌫（270.7ポイント）］ 

寄附金 1億1055万円［0.3㌫（5.8ポイント）］ 

財産収入 3億8316万4000円 
　　　　  ［1.0㌫（32.5ポイント）］ 

自主財源 
166億243万5000円 
［42.1㌫（10.9ポイント）］ 

依存財源　228億7756万5000円 
［57.9㌫（8.6ポイント）］ 

　収入は、市が自主的に集めることができる「自主財源」と、国や府の決定
に基づき交付される交付税・支出金や市の借入金である市債などの「依存財
源」に分けられます。自主財源が多いほど、市独自の施策が可能になります。 

（　ポイ
ント）は対前年比 

歳入 
394億 
8000万円 

自 
主 
財 
原 

依 
存 
財 
原 

地方交付税 
91億10001000万円 
［23.1㌫（－0.1ポイント）］ 

市税 
122億1134万9000円 
［30.9㌫（0.6ポイント）］ 

配当割交付金 
5600万円［0.1㌫（38.3ポイント）］ 
株式等譲渡所得割交付金 
3800万円［0.1㌫（20.6ポイント）］ 

交通安全対策特別交付金 
2000万円［0.0㌫（－9.1ポイント）］ 

国有提供施設等所在市町村助成交付金 
2200万円［0.1㌫（4.8ポイント）］ 

ゴルフ場利用税交付金 
1200万円［0.0㌫（0.0ポイント）］ 

地方交付税 
91億1000万円 
［23.1㌫（－0.1ポイント）］ 

市税 
122億1134万9000円 
［30.9㌫（0.6ポイント）］ 
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■「（
仮
称
）北
近
畿
の
都
セ
ン
タ
ー
」建
設

事
業 
…
９
億
８
４
３
０
万
円
《
総
務
費
》

　

図
書
館
を
中
心
と
し
、保
健
福
祉
、生
涯

学
習
な
ど
多
様
な
機
能
を
備
え
た
、
「
北

近
畿
の
都
」
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
複
合
施

設
「（
仮
称
）北
近
畿
の
都
セ
ン
タ
ー
」
を

福
知
山
駅
北
地
区
に
建
設
し
ま
す
。

【
企
画
推
進
課
】

●
細
野
峠
整
備
事
業
…　

万
円《
総
務
費
》

２３

　

住
民
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
協
働
に
よ
り
、
自

然
の
風
景
や
里
山
を
生
か
し
て
、
落
ち
着

い
た
雰
囲
気
の
中
で
散
策
が
で
き
る
よ
う

案
内
板
（
道
標
）
な
ど
を
整
備
し
ま
す
。

【
三
和
支
所
】

●
親
名
山
宝
の
山
紅
葉
事
業

　
　
　
　
　
 
…
１
４
７
万
円
《
総
務
費
》

　

夜
久
野
高
原
の
シ
ン
ボ
ル
・
宝
山
に
モ

ミ
ジ
の
苗
木
を
植
え
、
全
山
紅
葉
化
に
取

り
組
み
、春
は
し
だ
れ
桜
、秋
は
紅
葉
の
名

所
と
し
て
年
間
通
じ
て
夜
久
野
高
原
の
集

客
ア
ッ
プ
を
図
り
ま
す
。【
夜
久
野
支
所
】

●
日
本
鬼
師
の
会
全
国
研
修
大
会
実
施
補

助
事
業　
　
　
　
 
…　

万
円
《
総
務
費
》

５０

　

本
市
で
開
催
さ
れ
る
全
国
研
修
大
会
を

支
援
し
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
鬼
瓦
文

化
の
活
用
を
図
り
、
鬼
に
関
す
る
情
報
を

発
信
し
ま
す
。　
　
　
 　

【
大
江
支
所
】

■
地
域
ふ
る
さ
と
農
道
整
備
事
業
（
広
域

交
通
網
整
備
促
進
事
業
）

…
８
５
０
０
万
円
《
農
林
業
費
》

　

市
街
地
と
市
西
部
地
域
を
結
ぶ
ア
ク
セ

ス
道
路
の
一
部
（
室
〜
今
安
間
）
を
整
備

し
ま
す
。　
　
　
　
　
 
【
農
村
整
備
課
】

●
ふ
く
ち
の
農
山
村
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

事
業　
　
 
…
１
７
５
万
円
《
農
林
業
費
》

　

「　

歳
以
上
の
人
が
概
ね　

㌫
以
上
」

７０

５０

「
人
口
が
概
ね　

人
未
満
」「
周
囲
か
ら
孤

５０

立
し
て
い
る
な
ど
地
理
的
条
件
が
厳
し

い
」集
落
を
本
市
独
自
の
限
界
集
落
と
定

め
、
こ
の
基
準
に
極
め
て
近
い　

集
落
へ

１７

の
聞
き
取
り
調
査
を
行
う
な
ど
過
疎
高
齢

化
集
落
対
策
を
実
施
し
ま
す
。

【
農
林
管
理
課
】

豊
か
な
自
然
に
調
和
し
た

生
命
の
息
吹
が
聞
こ
え
る
ま
ち
づ
く
り

い
の
ち 

い
ぶ
き

▲「（仮称）北近畿の都センター」外観イメージ

特集　平成２０年度予算

一般会計予算（歳出） 【民生費】福祉の充実に使う
お金 
【公債費】市が借り入れた地
方債の元金の返済、利子の
支払いに使うお金 

【総務費】課税・戸籍・選挙
など、市の総務管理に使う
お金 
【衛生費】健康の増進、ごみ
の処理などに使うお金 
【土木費】道路や河川・公園
などの整備に使うお金 
【教育費】学校教育・生涯学
習の振興などに使うお金 
【農林業費】農業・林業の振
興などに使うお金 
【消防費】消防や防災対策な
どに使うお金 
【商工費】商業・工業や観光
の振興などに使うお金 
【議会費】市議会の運営など
に使うお金 
【予備費】緊急の支出などに
備えるお金 
【労働費】働く人の福祉など
に使うお金 

民生費 
103億8108万1000円 
［26.3㌫（15.0ポイント）］ 

公債費 
63億9254万円 
［16.2㌫（12.6ポイント）］ 

土木費 
42億9840万8000円 
［10.9㌫（－5.0ポイント）］ 

衛生費 
46億9658万7000円 
［11.9㌫（－8.2ポイント）］ 

教育費 
36億2774万3000円 
［9.2㌫（20.5ポイント）］ 

総務費 
59億9142万3000円 
［15.2㌫（32.9ポイント）］ 

農林業費 
16億8596万8000円 
［4.3㌫（－19.3ポイント）］ 

諸支出金 
940万円［0.0㌫（皆増）］ 

消防費 
12億8302万3000円 
［3.2㌫（4.2ポイント）］ 

議会費 
3億3124万2000円 
［0.8㌫（－0.3ポイント）］ 商工費 

7億2268万7000円 
［1.8㌫（54.9ポイント）］ 

労働費 
2989万8000円［0.1㌫（－1.6ポイント）］ 

予備費 
3000万［0.1㌫（0.0ポイント）］ 

（　ポイ
ント）は対前年比 

歳出 
394億 
8000万円 



6H20（2008）．4．1　広報ふくちやま

 

 

●
福
知
山
千
年
の
森
づ
く
り
（
フ
ォ
レ
ス

ト
パ
ー
ク
構
想
）
事
業

…
３
７
４
万
円
《
農
林
業
費
》

　

丹
後
天
橋
立
大
江
山
国
定
公
園
の
指
定

を
受
け
た
三
岳
山
か
ら
大
江
山
連
峰
に
後

世
に
語
り
継
が
れ
る
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
森

林
公
園
を
整
備
し
ま
す
。
平
成　

年
度
は
、

２０

基
本
計
画
を
策
定
す
る
ほ
か
植
物
の
植
生

調
査
や
動
物
の
生
息
調
査
な
ど
を
実
施
し

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
【
農
林
管
理
課
】

●
シ
カ
肉
利
活
用
推
進
事
業

…　

万
円
《
農
林
業
費
》

１０

　

捕
獲
さ
れ
た
シ
カ
を
資
源
と
し
て
利
活

用
す
る
た
め
、
シ
カ
肉
料
理
の
研
究
を
行

い
、
食
事
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
活
用
を
図
り

ま
す
。　
　
　
　
　
 　

【
林
業
振
興
課
】

●
ま
ち
づ
く
り
会
社
中
心
市
街
地
活
性
化

事
業　
　
 
…
１
３
０
０
万
円
《
商
工
費
》

　

中
心
市
街
地
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、

事
業
推
進
の
ト
ー
タ
ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

を
担
う
ま
ち
づ
く
り
会
社
（
株
式
会
社
福

知
山
パ
ー
キ
ン
グ
の
ま
ち
づ
く
り
部
門
）

を
支
援
し
ま
す
。　
　
 
【
商
工
振
興
課
】

 

●
お
城
エ
リ
ア
魅
力
ア
ッ
プ
事
業
基
本
構

想
策
定
事
業 
…
２
０
０
万
円
《
商
工
費
》

　

福
知
山
城
エ
リ
ア
を
本
市
の
歴
史
文
化

資
源
を
生
か
し
た
に
ぎ
わ
い
と
魅
力
あ
る

観
光
文
化
拠
点
と
し
て
、
幅
広
く
民
間
資

本
な
ど
の
参
画
を
得
て
整
備
す
る
た
め
に

必
要
な
基
本
構
想
の
策
定
を
支
援
し
ま
す
。

【
商
工
振
興
課
】

●
京
街
道
、
宮
津
街
道
活
用
調
査
事
業

…　

万
円
《
商
工
費
》

３１

　

平
成
８
年
に
文
化
庁
の「
歴
史
の
道
百

選
」に
選
定
さ
れ
た
京
街
道
の
細
野
峠
、

旧
宮
津
街
道
の
二
瀬
川
周
辺
、
福
知
山
城

周
辺
の
旧
城
下
町
、
八
十
八
カ
所
石
仏
を

め
ぐ
る
コ
ー
ス
な
ど
市
内
に
残
る
街
道
を

現
地
調
査
し
ま
す
。　　
　
【
観
光
振
興
課
】

●
高
架
開
業
記
念
事
業

　
 
…
２
０
３
万
１
０
０
０
円
《
土
木
費
》

　

平
成　

年
３
月
の
Ｋ
Ｔ
Ｒ
福
知
山
駅
高

２１

架
開
業
に
伴
い
、
福
知
山
駅
付
近
連
続
立

体
交
差
事
業
に
お
け
る
鉄
道
の
高
架
化
完

了
を
Ｐ
Ｒ
し
、
記
念
式
典
な
ど
を
開
催
し

ま
す
。　
　
 
【
福
知
山
駅
周
辺
整
備
課
】

●
市
民
憲
章
運
動
推
進
第

回
全
国
大
会

４３

開
催
事
業　
 
…
２
６
０
万
円
《
総
務
費
》

　

８
月　

日（
金
）〜　

日（
日
）に
、
近
畿

２２

２４

初
の
全
国
大
会
を
開
催
し
、
福
知
山
市
市

民
憲
章
「
幸
せ
を
生
き
る
」
を
全
国
発
信

し
ま
す
。　　
　
 
【
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
】

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
す
る

心
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り

一般会計 性質別支出の概要 【義務的経費】人件費・扶助費など
支出が義務づけられている経費 

【人件費】市職員の給与や市議会議
員・各種委員への報酬に使うお金 

【公債費】市が借り入れた地方債の
元金の返済、利子の支払いに使う
お金 

【扶助費】生活保護や児童・高齢者
などに対する社会福祉に使うお金 

【投資的経費】効果が将来にわたっ
て継続する経費 

【普通建設事業費】建物や道路など
の公共施設整備に使うお金 

【繰出金】一般会計から特別会計・
企業会計に支出するお金 

【物件費】市の事務に必要な消耗品
や備品の購入などに使うお金 

【補助費等】公益上必要な場合、公
共的な団体などに交付するお金 

【積立金】大きな事業を行うため、
市の各種基金に積み立てるお金 

【維持補修費】建物や道路などの公
共施設の補修に使うお金 

【貸付金】特定の目的のため、融資
などで貸し出すお金 

【予備費】緊急の支出などに備える
お金 

【出資金】地方公共団体が共同で運
営する機関に支払うお金 

人件費 
67億2262万9000円 
［17.0㌫（－2.7ポイント）］ 

扶助費 
57億3842万6000円 
［14.5㌫（6.7ポイント）］ 

公債費 
63億9254万円 
［16.2㌫（12.6ポイント）］ 

普通建設事業費 
83億5101万8000円 
［21.2㌫（26.8ポイント）］ 

繰出金 
46億2566万7000円 
［11.7㌫（8.4ポイント）］ 

補助費等 
25億9650万1000円 
［6.6㌫（6.8ポイント）］ 

維持補修費 
3億2499万1000円［0.8㌫（27.7ポイント）］ 

積立金 
5億2972万8000円［1.3㌫（23.3ポイント）］ 

出資金 940万円［0.0㌫（皆増）］ 

予備費 3000万円［0.1㌫（0.0ポイント）］ 貸付金 1億960万円［0.3㌫（－1.2ポイント）］ 

物件費 
40億4950万円 
［10.3㌫（1.7ポイント）］ 

義務的経費 
188億5359万5000円 
［47.7㌫（5.0ポイント）］ 

その他の経費 
122億7538万7000円 
［31.1㌫（6.7ポイント）］ 

投資的経費  83億5101万8000円 
［21.2㌫（26.8ポイント）］ 

　性質別支出とは、一般会計の支出を「どのように使うのか」で分類したも
のです。一般的には義務的経費の割合が低く、投資的経費の割合が高いほど、
財政的に安定しているといえます。 

（　ポイ
ント）は対前年比 

性質別 
支出 

義 
そ 

投 
資 的 経 費 

の 他 
の 
経 
費 

務 
的 
経 
費 
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●
�
ド
ッ
コ
イ
セ
大
使
�
ふ
る
さ
と
応
援

団　
　
　
　
　
　
 
…　

万
円
《
総
務
費
》

６６

　

福
知
山
市
出
身
者
や
関
わ
り
の
深
い
人

に
「
ふ
る
さ
と
応
援
団
」
と
し
て
「
城
と

ド
ッ
コ
イ
セ
の
ま
ち
福
知
山
」
を
全
国
発

信
し
て
い
た
だ
き
、
本
市
の
イ
メ
ー
ジ
・

集
客
力
の
ア
ッ
プ
を
図
り
ま
す
。
プ
ロ
レ

ス
ラ
ー
の 
小  
橋  
建  
太 
さ
ん
な
ど
に
お
願
い

こ 
ば
し 
け
ん 
た

す
る
予
定
で
す
。【
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
】

●
法
令
遵
守
推
進
事
業

…　

万
７
０
０
０
円
《
総
務
費
》

４０

　

市
の
行
政
組
織
や
職
務
に
か
か
る
法
令

遵
守
の
推
進
、
倫
理
の
保
持
を
図
り
、
公

平
、
公
正
な
職
務
遂
行
を
確
保
す
る
た
め
、

外
部
第
三
者
に
よ
る
「
福
知
山
市
法
令
遵

守
審
査
会
」を
設
置
し
ま
す
。
【
職
員
課
】

●
電
子
入
札
事
業

…
３
７
０
万
９
０
０
０
円
《
土
木
費
》

　

入
札
に
お
け
る
競
争
性
、
透
明
性
、
公

平
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
電
子
入
札
シ

ス
テ
ム
を
導
入
し
ま
す
。 【
契
約
検
査
課
】

●
姉
妹
都
市
提
携

周
年
記
念
事
業

２５

…　

万
４
０
０
０
円
《
総
務
費
》

７３

　

島
原
市
と
姉
妹
都
市
提
携　

周
年
を
迎

２５

え
両
市
の
友
好
を
さ
ら
に
深
め
る
た
め
、

市
民
が
島
原
市
を
親
善
訪
問
し
ま
す
。

【
秘
書
広
報
課
】

●
「
く
ら
し
安
心
ガ
イ
ド
」
制
作
事
業

…　

万
円
《
総
務
費
》

７０

　

市
民
の
生
活
に
関
す
る
減
免
や
軽
減
制

度
を
ま
と
め
た
「
く
ら
し
安
心
ガ
イ
ド
」

を
発
行
し
ま
す
。　
　
 
【
秘
書
広
報
課
】

●
市
立
学
校
教
育
改
革
推
進
事
業

…
１
１
５
万
３
０
０
０
円
《
教
育
費
》

　

学
校
教
育
審
議
会
で
教
育
内
容
や
小
・

中
学
校
の
適
正
規
模
・
適
正
配
置
を
審
議

し
、市
民
の
理
解
を
深
め
る
教
育
改
革
フ
ォ 

ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。　
【
教
育
総
務
課
】

●
新
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
関
連
事
業

…
７
億
７
４
６
９
万
５
０
０
０
円《
教
育
費
》

　

全
市
立
小
中
学
校
の
完
全
給
食
実
施
に

向
け
、新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
設
に

着
工
し
ま
す
。ま
た
、夜
久
野
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
の
増
築
改
修
工
事
、川
口
中
学
校

の
配
膳
室
改
修
工
事
を
行
い
ま
す
。

【
学
校
教
育
課
】

●
「
輝
く
命
」
講
演
会
開
催
事
業

…　

万
円
《
教
育
費
》

３０

　

病
気
を
克
服
し
プ
ロ
レ
ス
ラ
ー
と
し
て

復
帰
を
果
た
し
た 
小  
橋  
建  
太 
さ
ん
に
生
き

こ 
ば
し 
け
ん 
た

ざ
ま
を
語
っ
て
い
た
だ
き
、
生
き
る
こ
と

の
意
義
、
命
の
重
み
を
考
え
る
機
会
と
し

ま
す
。　
　
　
　
　
　
 
【
学
校
教
育
課
】

●
放
課
後
ま
な
び
教
室

…
１
５
４
３
万
３
０
０
０
円
《
教
育
費
》

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
と
連
携
し
、
放
課

後
な
ど
に
お
け
る
子
ど
も
た
ち
の
安
全
で

健
や
か
な
居
場
所
、
学
び
の
場
を
提
供
し

ま
す
。　
　
　
　
　
　
 
【
生
涯
学
習
課
】

　市民病院では、基本理念「命と健康を守り、
信頼される病院」を実践するために、高度で
専門的な医療を提供できる病院、救急医療に
対応できる地域の中核病院として、地域医療
の向上を図っています。また、登録連携医療
機関を設け医療連携を強化し、地域の医療機
関と当院が役割を明確にしてお互いに協力し
ながら、患者様の健康を地域で守っていくこ
とで患者様中心の医療を展開しています。
　今後、よりよい受診環境、療養環境を提供
していくために、以下の点についてご理解と
ご協力をお願いします。

外来
●診察の順番は、病状などにより前後する場
合があります。
●慢性期の安定した患者様には共同診察カー
ドを発行し、地域の「かかりつけ医」を紹介
します。

入院
●午前退院、午後入院を原則としています。
●入院予定日は、満床など種々の事情により
変更になる場合があります。
●入院時には、満床などで希望する部屋に入
室できない場合があります。
●入院中は病状により、病室、病棟を変わっ
ていただく場合があります。
●退院の日は、主治医が病状などを判断し決
定します。
救急受診
●緊急度の高い患者様を優先して診察します。
●緊急入院が必要な場合でも、満床時には他
院へ転院していただく場合があります。
その他
●敷地内は全面禁煙です。
●玄関前駐車場は、障害のある人専用の駐車
場です。

■福知山市民病院医事課（℡ ２２‐２１０１）

「命と健康を守り、信頼される病院」のため、 　 　
みなさんのご理解・ご協力を 　　

特集　平成２０年度予算
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こ
の
計
画
は
、
本
市
の
ま
ち
づ

く
り
の
指
針
と
し
て
、
市
民
・
地

域
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
多
様
な
活
動

を
有
機
的
に
つ
な
ぎ
、
行
政
と
の

新
た
な
協
働
体
制
を
構
築
し
、
本

市
の
将
来
像
で
あ
る
「　

世
紀
に

２１

は
ば
た
く
北
近
畿
の
都　

福
知

山
」
の
早
期
実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。

■
企
画
推
進
課（℡　

‐
７
０
３
０
）

２４

 
計
画
の
策
定
目
的

　

新
し
い
福
知
山
市
の
速
や
か
な

一
体
性
の
確
立
お
よ
び
地
域
の
個

性
を
生
か
し
た
均
衡
あ
る
発
展
を

め
ざ
し
て
策
定
す
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
本
計
画
は
、
本
市
の
将

来
あ
る
べ
き
望
ま
し
い
姿
を
設
定

し
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
市
民
の

総
力
を
結
集
す
る
と
と
も
に
、
計

画
期
間
に
お
け
る
市
民
生
活
向
上

の
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
努
力
目

標
を
体
系
化
し
、
総
合
的
・
計
画

的
な
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
を
定
め

る
も
の
で
す
。

 

 
計
画
の
構
成
と
目
標
年
次

　

基
本
構
想
と
基
本
計
画
に
よ
り

構
成
し
て
い
ま
す
。

　

基
本
構
想
は
、
平
成　

年
度

２０

（
２
０
０
８
年
）
を
初
年
度
と
し
、

　

年
度
（
２
０
１
５
年
）
を
目
標

２７年
次
と
し
ま
す
。　

　

基
本
計
画
は
、
平
成　

年
度

２０

（
２
０
０
８
年
）
を
初
年
度
と
し
、

前
期
（
４
カ
年
）
・
後
期
（
４
カ

年
）
合
わ
せ
て
８
カ
年
の
計
画
と

し
ま
す
。　

 
計
画
の
役
割

　

計
画
の
推
進
に
あ
た
り
行
政
と

市
民
が
一
体
と
な
っ
た
「
協
働
」

の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た

め
に
、
本
計
画
は
３
つ
の
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。

●
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
行
政
経

営
を
行
う
。

●
市
民
や
企
業
な
ど
と
行
政
の

「
協
働
」
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を

行
う
。

●
国
や
府
へ
事
業
や
施
策
に
対
す

る
支
援
と
協
力
な
ど
の
要
請
を
行

う
。

第４次福知山市
総合計画　　　
― 人・地域・自然を未来につなぐ ―

を 策 定
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21世紀にはばたく北近畿の都　福知山 
～新時代・北近畿をリードする創造性あふれるまち～ 

少子・高齢化への取り組み 循環型社会への取り組み 

国際化と情報化への対応 

効果的な行財政経営 

地域産業の育成と 
新規産業創出 安心・安全の地域づくり 

農山村振興と定住施策 

快適で便利な 
均衡ある生活環境整備 

交流・連携の 
ネットワーク形成 

地域コミュニティの 
強化と自立支援 

次代を担う人材育成 

21世紀にはばたく北近畿の都　福知山 
～新時代・北近畿をリードする創造性あふれるまち～ 

 
 
 

〈課題����〉 

人と自然が調和し 
すこやかに安心して 
暮らせるまち 

〈課題�����〉 

 
 
 

〈課題��〉 

明日を担う 
創造力あふれる 
人材育成のまち 
〈課題��〉 

まちづくりの 
将来像 

主要課題 

4つの基本理念 

8つの基本方針 

人・物・情報が行き交う 
交流・連携のまちづくり 

地域の個性と資源を 
生かす農林業と 
観光のまちづくり 

雇用が広がる 
産業創造のまちづくり 

地域で支えるみんなに 
やさしい健康・福祉の 
まちづくり 

人と自然が共生する 
安心・安全・快適環境の 
まちづくり 

魅力ある人とまちを 
創り出す教育・文化の 
まちづくり 

住民が主体となる 
人権尊重・住民自治の 
まちづくり 

地方分権社会に 
対応した行財政効率の 
高いまちづくり 

1.広域交通機能の強化 
2.地域内交通体系の充実 
3.地域内外の交流促進 
4.地域情報化の推進 

施策の大綱 
施策の大綱 施策の大綱 施策の大綱 

施策の大綱 

施策の大綱 

施策の大綱 

施策の大綱 

1.農林水産業の振興 
2.都市と農村の交流促進 
3.観光産業の振興 

1.商業の振興 
2.総合的な地域産業の振興 

1.保健・医療の充実 
2.高齢者・障害者福祉の 
　充実 
3.子育て支援の充実 
4.地域福祉の充実 
5. 生活支援の充実 

1.土地利用および 
　市街地・集落整備 
2.自然環境の保全・共生の 
　推進 
3.住宅・市街地整備の 
　推進 
4.循環型社会形成の推進 
5.防災対策の強化推進 
6.防犯・交通安全対策の 
　推進 

1.青少年の健全育成 
2.学校教育の充実 
3.生涯学習の充実 
4.文化財の保存・活用 
5.スポーツ活動・文化活動 
　の推進 
6.高等学校・大学教育 

1.主体的な住民活動の支援 
2.市民との協働 
3.生命の尊重・人権意識の 
　高揚 
 

1.行財政の効率化 
2.開かれた市政の推進 
3.広域行政の推進 

1

2

3

4

6

5

7

9

8

10

11

定住と交流の 
活力あるまち 

コミュニティ豊かな 
自立したまち 

 

▲平成15年実施の 
　絵画コンクール最優秀賞作品 
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窓
口
に
来
た
人
は
、
必
ず
本
人
確
認
の

証
明
書
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い

現
在
、
本
人
確
認
が
必
要
な
申
請

　

戸
籍
届
・
住
民
異
動
届
・
印
鑑
登
録
申

請
、
住
民
基
本
台
帳
の
閲
覧
、
住
民
基
本

台
帳
カ
ー
ド
の
請
求

５
月
1
日
か
ら
新
た
に
本
人
確
認
が
必
要

と
な
る
申
請

　

住
民
票
の
写
し
の
交
付
請
求
・
戸
籍
謄

抄
本
の
交
付
請
求

本
人
確
認
の
方
法

　

運
転
免
許
証
・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
・
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
官
公
署
が
発
行
し

た
顔
写
真
付
き
の
証
明
書
（
い
ず
れ
も
有

効
期
限
内
の
も
の
）
の
う
ち
、
い
ず
れ
か

一
つ
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

※
官
公
署
が
発
行
し
た
顔
写
真
付
き
の
証

明
書
を
お
持
ち
で
な
い
場
合
、
健
康
保

険
証
・
年
金
手
帳
・
年
金
証
書
な
ど
複

数
の
書
類
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

※
本
人
で
あ
る
こ
と
が
書
類
で
確
認
で
き

な
い
場
合
は
、
窓
口
で
口
頭
の
質
問
に

よ
り
確
認
し
ま
す
。
ま
た
住
民
異
動

届
・
戸
籍
届
は
、
本
人
の
住
所
宛
に
確

認
の
文
書
を
送
付
し
ま
す
。

住
民
票
の
写
し
の
交
付
請
求

　

別
住
所
の
親
族
な
ど
が
交
付
請
求
す
る

場
合
は
、
本
人
の
委
任
状
が
必
要
で
す
。

※
同
一
住
所
で
別
世
帯
の
親
族
な
ど
は
、

委
任
状
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、
窓
口

で
の
質
問
な
ど
に
よ
り
確
認
し
ま
す
。

戸
籍
・
除
籍
謄
抄
本
な
ど
の
請
求

　

戸
籍
を
請
求
で
き
る
人
は
、
同
じ
戸
籍

に
記
載
さ
れ
て
い
る
人
と
左
の
図
の
請
求

者
か
ら
み
て
網
掛
け
の
部
分
の
人
で
す
。

網
掛
け
以
外
の
人
の
戸
籍
の
請
求
に
は
、

す
べ
て
委
任
状
が
必
要
で
す
。

※
請
求
者
と
同
じ
戸
籍
に
記
載
さ
れ
て
い

る
兄
弟
姉
妹
の
戸
籍
を
請
求
す
る
こ
と

は
で
き
ま
す
が
、
婚
姻
な
ど
に
よ
り
別

に
編
製
さ
れ
た
兄
弟
姉
妹
の
戸
籍
を
請

求
す
る
場
合
は
委
任
状
が
必
要
で
す
。

ぎょうせいぎょうせい　トピックス

　なりすましによる虚偽の申請・届け出・請求や証明書の不正取得などを防止し、個人情
報保護をさらに強化するため、住民基本台帳法、戸籍法に関する法律の一部が改正され、
５月１日から施行されます。 
■市 民 課（℡２４‐７０１４） 
■三和支所（℡５８‐３００２）　■夜久野支所（℡３７‐１１０６）　■大江支所（℡５６‐１１０３） 

本人確認が必要になります 15 ～ 

住民票の写し、戸籍・除籍謄抄本の交付請求 

戸籍が請求できる人 
■の部分の人に限ります 

曽
祖
父
母 

祖
父
母

 

父

母

 

お
じ
・
お
ば 

い
と
こ 

請
求
者

 

子 

孫 
兄
弟
姉
妹 

お
い
・
め
い 

曽
祖
父
母 

祖
父
母

 

父

母
 

お
じ
・
お
ば 

配
偶
者

 

兄
弟
姉
妹 

お
い
・
め
い 

親族以外
配偶者の曽祖　
父母・祖父母・

父母

おじ・おば ･
おい ･ めい  

兄弟姉妹
曽祖父母・
祖父母・　
父母・子・孫配偶者本人

別住所同一住所別住所同一住所別住所同一住所別住所同一住所別住所同一住所

○○○－○－○－○－－－住民票
○○○○○○○○－－－－戸　籍

住民票・戸籍の請求で委任状が必要な場合　　　　　　　　○ 委任状が必要　－ 委任状は不要

※委任状は本人の自筆で、印鑑（認印）が必要です。
※住民票コードが記載された住民票は、書類などをそろえていただいていても、窓口でお渡しできない
　場合がありますので、事前に市民課までお問い合わせください。
※兄弟姉妹で、請求者と同じ戸籍に記載されている戸籍は請求できます。
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まちかど 
ウオッチング 

「広報ふくちやま」にあなたが写っていたら、
サービスサイズを１枚差し上げます。
■秘書広報課広報係（℡２４‐７０３２）

　東部保健福祉センターでは、３月３日
に、メタボリックシンドロームの予防と
健康づくりを支援するため、「健やか生活
応援講座｣を開催しました。健康運動指導
士の 池  本  敬  博 さんに、体重を記録するこ

いけ もと のり ひろ

とや無理なく続けることの大切さを教
わった後、筋力トレーニングや音楽に合
わせたウオ－キングを体験。
　 木  畑  志 ずゑさん（千束）は「家ではな

き ばた し

かなかできないので、よい運動になって
楽しかったです。無理しないで気持ちよ
く続けていきたいです」と話されました。

おなかをスリムに

　３月４日に、春を告げる三段池公園で
こもはずしが行われました。こもはずし
は、こもの中で越冬する害虫を駆除する
季節行事。昨年秋に巻いたこもを約３００
本の松の木から丁寧に外し、焼却しまし
た。

三段池公園の春の風物詩

三段池公園　こもはずし3
4

健やか生活応援講座3
3

　３月２０日、大江町総合会館前から大江
山のふもとを折り返す６区間１７・８㌔㍍
でたすきをつなぐ「第１９回大江山女子駅
伝」を開催。あいにくの雨と強風の中、
沿道のあたたかい声援を受けながら２６
チームが鬼の里を力走しました。また、
サブイベント「鬼っ子マラソン」のファ
ミリーの部には５３組、小学生の部には５１
人が出場しました。

早春の鬼の里にたすきをつなぐ

第１９回大江山女子駅伝3
20
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ホームページ　http://www.city.fukuchiyama.kyoto.jp/
　

市
内
に
住
所
が
あ
り
、
公
共
交

通
機
関
を
利
用
し
て
高
等
学
校
な

ど
に
通
学
す
る
母
子
家
庭
の
生
徒

の
通
学
費
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
／
児
童
扶
養
手
当
ま
た
は
福

祉
医
療（
母
子
）を
受
給
さ
れ
て
い

る
人

※
生
活
保
護
受
給
者
は
除
く
。

支
給
内
容

　

通
学
定
期
代
の
５
分
の
１

申
請
に
必
要
な
も
の

　

対
象
生
徒
の
在
学
証
明
書（
年

度
１
通
）、通
学
定
期
券
、
母
親
名

義
の
預
金
通
帳
ま
た
は
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
、
印
鑑

※
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
は
除
く
。

■
子
育
て
支
援
課
児
童
福
祉
係

（
℡　

‐
７
０
１
１
）

２４

　

京
都
府
で
は
、
母
子
家
庭
の
児

童
な
ど
の
教
育
や
養
育
に
要
す
る

経
費
に
対
し
て
奨
学
金
を
支
給
し

て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
京
都
府
の

他
の
制
度
に
よ
る
奨
学
金（
高
等

学
校
奨
学
金
な
ど
）を
受
給
さ
れ

て
い
る
人
に
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

※
毎
年
申
請
が
必
要
で
す
。

対
象
／
児
童
扶
養
手
当
ま
た
は
福

祉
医
療（
母
子
）を
受
給
さ
れ
て
い

る
人

申
請
期
限
／
５
月　

日（
金
）

３０

※
６
月
以
降
の
申
請
は
月
割
り
支

給
に
な
り
ま
す
。

支
給
金
額（
年
額
）

▼
乳
幼
児　
　

１
万
１
０
０
０
円

▼
小
学
生　
　

２
万
１
５
０
０
円

▼
中
学
生　
　

４
万
３
０
０
０
円

▼
高
校
生　
　

６
万
４
０
０
０
円

▼
高
校
入
学
支
度
金

　
　
　
　
　
　

３
万
５
０
０
０
円

■
子
育
て
支
援
課
児
童
福
祉
係

　
　
　
　
　
（
℡　

‐
７
０
１
１
）

２４

　

環
境
パ
ー
ク
の
日
曜
日
開
場
を
月

１
回
か
ら
月
２
回
に
増
や
し
ま
す
。

開
始
日
／
４
月
６
日（
日
）〜

環
境
パ
ー
ク
日
曜
日
開
場
日
時

　

毎
月
第
１
・
３
回
目
の
日
曜
日

　

午
前
８
時　

分
〜
正
午

３０

■
循
環
社
会
形
成
課
循
環
推
進
係

　
　
　
　
　
（
℡　

‐
１
８
２
７
）

２２

　

社
会
保
険
庁
で
は
、基
礎
年
金

番
号
に
結
び
つ
い
て
い
な
い
約
５

０
０
０
万
件
の
年
金
記
録
の
う
ち
、

基
礎
年
金
番
号
に
結
び
つ
く
と
思

わ
れ
る
人
か
ら
優
先
に「
ね
ん
き

ん
特
別
便
」を
送
っ
て
い
ま
す
。そ

れ
以
外
の
す
べ
て
の
人
に
も
、順

次
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
が
送
ら

れ
ま
す
。「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」

が
届
い
た
ら
、
加
入
記
録
に
誤
り

が
な
い
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

郵
送
期
間

▼
年
金
受
給
者

　

４
月
か
ら
５
月
ま
で
の
間

▼
現
役
加
入
者

　

６
月
か
ら　

月
ま
で
の
間

１０

ね
ん
き
ん
特
別
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

℡
０
５
７
０
‐
０
５
８
‐
５
５
５

受
付
時
間

　

平
日
の
午
前
９
時
〜
午
後
８
時

※
第
２
土
曜
日
の
午
前
９
時
〜
午

　

後
５
時
も
受
け
付
け
ま
す
。

■
市
民
課
国
民
年
金
係

　
　
　
　
　
（
℡　

‐
７
０
５
７
）

２４

　

平
成　

年
の
Ｊ
Ｒ
福
知
山
駅
高

１７

架
開
業
以
来
整
備
を
進
め
て
き
た

福
知
山
駅
南
口
公
園
が
開
園
し
ま

す
。
こ
の
公
園
は
Ｓ
Ｌ
や
転
車
台

を
設
置
し
、
「
鉄
道
の
ま
ち
福
知

山
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
で
福
知
山
駅
南
側
の
整
備

は
ほ
ぼ
完
了
し
ま
し
た
。

開
園
日
時

　

４
月　

日（
土
）正
午
〜

１２

福
知
山
駅
南
口
公
園
開
園
式

と
き
／
４
月　

日（
土
）

１２

　
　
　

午
前　

時
〜　

時

１０

１１

※
開
園
時
間
ま
で
は
公
園
を
利
用

で
き
ま
せ
ん
。

■
福
知
山
駅
周
辺
整
備
課
駅
周
辺

整
備
係（
℡　

‐
７
０
５
５
）

２４

　

福
知
山
駅
付
近
連
続
立
体
交
差

事
業
に
伴
う
篠
尾
踏
切
Ｋ
Ｔ
Ｒ
高

架
橋
本
体
工
事
の
た
め
、
夜
間
通

行
止
め
と
し
ま
す
。

と
き
／
４
月
７
日（
月
）〜　

日
１５

（
火
）、
５
月　

日（
月
）〜　

日

２６

２９

（
木
）の
午
後　

時
〜
翌
朝
６
時

１０

※
日
曜
日
を
除
く

※
歩
行
者
・
自
転
車
は
通
行
で
き

ま
す
。

■
京
都
府
中
丹
西
土
木
事
務
所

　
　
　
　
　
（
℡　

‐
１
８
２
４
）

２２

■
福
知
山
駅
周
辺
整
備
課
駅
周
辺

整
備
係（
℡　

‐
７
０
５
５
）

２４

母
子
家
庭
高
等
学
校
等

通
学
費
支
給
援
助
制
度

母
子
家
庭
奨
学
金

日
曜
日
の
ご
み
搬
入
日
を

増
や
し
ま
す

ね
ん
き
ん
特
別
便

福
知
山
駅
南
口
公
園
開
園

Ｋ
Ｔ
Ｒ
高
架
工
事
に
伴
う

夜
間
通
行
止
め

京都府福知山総合庁舎 

福知山税務署 

福知山駅→ 
通行止 

9 国道９号 
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あ
な
た
か
ら
の 

声 声 

に
お
答
え 

      

し
ま
す 

市役所　TEL　0773(22)6111【代表】　FAX　0773（23）6537【代表】
　

身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
を
お
持

ち
の
在
宅
の
重
度
障
害
者
で
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
さ
れ
る
場
合
、

タ
ク
シ
ー
券
を
交
付
し
ま
す
。

対
象

▼
視
覚
障
害
が
１
・
２
級
の
人

▼
下
肢
機
能
障
害
が
１
・
２
級
の

人※
一
下
肢
機
能
障
害
が
３
級
で
、

一
上
肢
機
能
障
害
が
４
級
の
場

合
も
該
当
に
な
り
ま
す
。

▼
体
幹
機
能
障
害
が
１
・
２
級
の

人▼
心
臓
、
じ
ん
臓
、
呼
吸
器
、
ぼ

う
こ
う
ま
た
は
直
腸
お
よ
び
小
腸

の
障
害
が
１
級
の
人

▼
療
育
手
帳
Ａ
の
人

※
世
帯
で
の
所
得
制
限
あ
り
。

内
容
／
１
枚
２
０
０
円
券
を
１
カ

月
に
５
枚
、
申
請
を
受
理
し
た
月

か
ら
当
該
年
度
３
月
ま
で
の
月
数

分
を
交
付

持
ち
物
／
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た

は
療
育
手
帳
、
印
鑑

申
請
方
法
／
社
会
福
祉
課
社
会
福

祉
係（
℡　

‐
７
０
１
７
）ま
た
は

２４

各
支
所
窓
口
相
談
係
ま
で
。

　

市
か
ら
避
難
に
関
す
る
情
報
や

災
害
時
の
生
活
情
報
な
ど
を
メ
ー

ル
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

送
信
情
報
例

▼
平
常
時

・
防
災
訓
練
の
案
内

・
防
災
啓
発
、
災
害
に
備
え
た
日

ご
ろ
の
準
備
な
ど

▼
災
害
時

・
各
地
域
に
対
す
る
避
難
情
報
の

お
知
ら
せ

・
雨
量
・
河
川
水
位
情
報
や
通
行

止
め
に
関
す
る
お
知
ら
せ

・
そ
の
他
、
被
害
情
報
な
ど

登
録
方
法
／
携
帯
電
話
か
ら
次
の

ア
ド
レ
ス
に
空
メ
ー
ル
を
送
信
し

て
く
だ
さ
い
。

anzen@
k

‐anshin.pref.kyoto.jp

※
メ
ー
ル
登
録
に
関
す
る
問
い
合

わ
せ
は
、
京
都
府
総
務
部
防
災

室（
℡
０
７
５
‐
４
１
４
‐
４

４
７
５
）ま
で
。

■
総
務
課
防
災
係

（
℡　

‐
７
０
３
６
）

２４

と
き

　

４
月　

日（
祝
）

２９

　

午
前　

時
〜
午
後
０
時　

分

１０

３０

　

午
後
１
時　

分
〜
４
時

３０

と
こ
ろ

　

ジ
ャ
ス
コ
福
知
山
店
（
岩
井
）

※
４
０
０
㍉
㍑
献
血
の
み
。

■
京
都
府
福
知
山
赤
十
字
血
液
セ

ン
タ
ー（
℡　

‐
６
６
３
０
）

２７

ス
ロ
ー
ガ
ン

　

ゆ
ず
り
あ
い　

笑
顔
が
あ
ふ
れ

る　

京
の
春

運
動
期
間

　

４
月
６
日（
日
）〜　

日（
火
）

１５

運
動
の
基
本

　

子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止

運
動
重
点

▼
す
べ
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し

い
着
用
の
徹
底

▼
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

▼
飲
酒
運
転
の
根
絶

▼
自
転
車
同
乗
幼
児
の
ヘ
ル
メ
ッ

ト
着
用
の
徹
底
（
京
都
府
重
点
）

■
生
活
交
通
課

　
　
　
　
　
（
℡　

‐
７
０
２
０
）

２４

　

エ
ビ
ネ
の
名
品
や
山
野
草
の

数
々
を
展
示
し
、
即
売
し
ま
す
。

と
き
／
４
月　

日（
土
）〜
５
月
６

２６

日（
休
）

と
こ
ろ

　

都
市
緑
化
植
物
園

　
　
　
　
　
　
（
三
段
池
公
園
内
）

入
園
料

▼
大
人　

３
１
０
円

▼
４
歳
以
上
〜
中
学
生
以
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
５
０
円

■
都
市
緑
化
植
物
園

　
　
　
　
　
（
℡　

‐
６
６
１
７
） 

２２

　 
Ｑ 
ア
パ
ー
ト
を
退
室
す
る
の
で

す
が
、ク
ロ
ス
の
張
り
替
え
や
ハ
ウ

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
代
な
ど
を
請
求

さ
れ
、預
け
て
い
た
敷
金
を
ほ
と
ん

ど
返
し
て
も
ら
え
ま
せ
ん
。

 
Ａ 
賃
貸
住
宅
の
退
去
に
際
し
て

は
、住
宅
の
通
常
使
用
に
伴
っ
て
生

じ
た
損
耗
を
除
い
て
原
状
回
復
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。借
主
の
故

意
・
過
失
に
よ
り
生
じ
た
汚
損
、破

損
は
借
主
が
負
担
す
る
責
任
が
あ

り
ま
す
。し
た
が
っ
て
、通
常
の
使

用
に
よ
っ
て
生
じ
た
障
子
・
ク
ロ
ス

な
ど
の
損
耗
、畳
の
こ
す
れ
、家
具

の
設
置
に
よ
る
へ
こ
み
跡
、冷
蔵
庫

後
部
壁
面
の
黒
ず
み
な
ど
に
つ
い

て
は
、そ
の
ま
ま
返
還
す
れ
ば
よ
い

と
さ
れ
て
い
ま
す
。敷
金
返
還
に
つ

い
て
納
得
で
き
な
い
と
き
は
家
主

と
話
し
合
っ
て
考
え
を
主
張
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。話
し
合
い
に
よ

る
解
決
が
難
し
い
と
き
は
、裁
判
所

の
民
事
調
停
や
少
額
訴
訟
に
よ
り

解
決
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
秘
書
広
報
課
広
聴
係

　
　
　
　
　
（
℡　

‐
７
０
２
７
）

２４

障
害
者
福
祉
タ
ク
シ
ー
事
業

防
災
・
安
心
情
報
を

メ
ー
ル
で
配
信

４
月
の
献
血

骨
髄
ド
ナ
ー
バ
ン
ク
登
録
会

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

エ
ビ
ネ
と
山
野
草
展
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生
活
習
慣
病
予
防
や
健
康
維
持

の
た
め
に
、
運
動
習
慣
を
身
に
つ

け
る
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

と
き
／
４
月　

日（
月
）、
５
月　

２１

１９

日（
月
）、
６
月　

日（
月
）

１６

※
い
ず
れ
も
、
午
後
１
時　

分
〜

３０

　

３
時
。

※
そ
の
ほ
か
、
週
１
回
程
度
参
加

者
が
自
主
的
に
集
ま
る
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
な
ど
を
計
画
し
て
い
ま

す
。

と
こ
ろ

　

北
部
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
央
）

内
容
／
講
師
に
よ
る
体
操
教
室

対
象
／
運
動
習
慣
を
身
に
つ
け
た

い
市
民

定
員
／　

人
２０

※
先
着
順
。

参
加
費
／
無
料

申
込
方
法

　

電
話
で
、
北
部
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
℡　

‐
２
６
２
０
）
ま
で
。

５６

　

女
性
の
積
極
的
な
社
会
参
画
へ

の
機
会
を
確
保
す
る
た
め
、
就
業

に
必
要
不
可
欠
な
パ
ソ
コ
ン
技
術

の
修
得
と
資
格
を
取
得
す
る
講
座

を
開
催
し
ま
す
。

と
き

　

５
月　

日
〜
８
月
８
日
の
原
則

２０

火
・
金
曜
日
に　

回
２５

※
い
ず
れ
も
、
午
後
１
時
〜
４
時
。

と
こ
ろ
／
Ｎ
Ｔ
Ｔ
福
知
山
東
ビ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
駅
前
町
）

内
容

　

パ
ソ
コ
ン
（
ワ
ー
ド
）
の
基
本

操
作
の
修
得
と
厚
生
労
働
省
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
サ
ー
ビ
ス
技
能
評
価
試

験
３
級
受
験
お
よ
び
ビ
ジ
ネ
ス
マ

ナ
ー
講
習

対
象

　

就
職
・
再
就
職
を
め
ざ
し
講
習

期
間
中
す
べ
て
出
席
で
き
る
市
内

在
住
の
女
性
で
、
パ
ソ
コ
ン
で
初

歩
的
な
日
本
語
入
力
が
で
き
る
人

受
講
料
／
１
万
５
０
０
０
円

※
テ
キ
ス
ト
代
、
受
験
料
が
別
途

必
要
。

定
員
／　

人
１５

※
申
込
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
。

申
込
期
間

　

４
月　

日（
水
）〜　

日（
金
）

１６

２５

申
込
方
法

　

申
込
書
を
、
人
権
推
進
室
男
女

共
同
参
画
推
進
係
（
℡　

‐
７
０

２４

２
２
）
ま
で
提
出
。

※
申
込
書
は
、
人
権
推
進
室
・
各

支
所
に
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

　

山
野
草
を
使
っ
た 
野  
趣 
あ
ふ
れ

や 
し
ゅ

る
寄
せ
植
え
を
つ
く
り
ま
す
。

と
き

　

５
月
６
日
（
休
）

　

午
後
１
時　

分
〜

３０

と
こ
ろ
／
都
市
緑
化
植
物
園

　
　
　
　
　
　
（
三
段
池
公
園
内
）

受
講
料
／
３
５
０
０
円

定
員
／　

人
２０

※
先
着
順
。

申
込
方
法

　

４
月　

日（
月
）か
ら
電
話
で
、

２１

都
市
緑
化
植
物
園
（
℡　

‐
６
６

２２

１
７
）
ま
で
。

人権シリーズ 高齢者虐待は身近な問題です

　最近、高齢者が介護者の暴力によって重傷
を負ったり、中には亡くなるという痛ましい
事件が報道されています。こうした虐待によ
る事件は、他人事のように感じられるかもし
れません。しかし、虐待とは身体的暴力だけ
ではなく、暴言を吐いたり無視したりして精
神的に不安定にさせる、介護や世話を放棄す
る、日常に必要なお金を渡さない、年金など
の現金を取り上げる、わいせつな行為をする
などさまざまな種類があります。
　高齢者につい怒鳴ったり、介護に疲れて世
話するのをやめる、といったことは身近に起
こりうる問題です。しかも、こうしたことは
虐待をする側にとっても、必ずしも虐待をし
ているという自覚があるわけではありません。

ささいなことと思っていても、それが積み重
なることで高齢者にとっては大きな負担に
なっていることもあります。
　また、介護する側にとっても、介護の長期
化などがストレスを生み、虐待につながると
いう背景があります。一人で抱えこまず、周
囲に相談したり息抜きの時間を作ったりする
ことも重要です。
　虐待は相手の心身に深い傷を負わせ、人権
を侵害する行為です。介護者は、虐待とは何
かを常に意識し、相手の気持ちを考えて接す
ることが必要です。それが、高齢者の尊厳を
保つことにつながるのです。

■高齢者福祉課高齢福祉係（℡ ２４‐７０７３）

ホームページ　http://www.city.fukuchiyama.kyoto.jp/

　　 ■生活交通課（℡ ２４ ‐ ７０２０）

運
動
を
日
課
に
す
る
教
室

就
職
・
再
就
職
を
め
ざ
す

女
性
の
た
め
の
パ
ソ
コ
ン
講
習
会

「
山
野
草
の
寄
せ
植
え
」講
習
会
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フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
事
業
と
地
域
子
育
て
支
援

拠
点
事
業
（
ひ
ろ
ば
型
）
を
実
施

す
る
た
め
、
委
託
先
を
募
集
し
ま

す
。

委
託
先
／
市
内
の
社
会
福
祉
法
人

ま
た
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

募
集
期
間

　

４
月
９
日（
水
）〜　

日（
水
）

２３

事
業
内
容

▼
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
事
業
／
子
ど
も
の
預
か
り

な
ど
の
「
援
助
を
行
い
た
い
人
」

と
「
援
助
を
受
け
た
い
人
」
か
ら

な
る
会
員
組
織
を
設
立
し
、
会
員

の
募
集
、
登
録
な
ど
の
業
務

▼
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
事
業

（
ひ
ろ
ば
型
）
／
常
設
の
場
を
設

け
、
お
も
に
乳
幼
児
を
子
育
て
中

の
親
子
の
交
流
・
集
う
場
の
提
供
、

子
育
て
相
談
・
援
助
に
応
じ
る
な

ど
の
業
務

応
募
方
法
／
所
定
の
提
案
書
を
子

育
て
支
援
課
子
育
て
推
進
係
（
℡

　

‐
７
０
６
６
）
ま
で
提
出
。

２４※
提
案
書
は
、
子
育
て
支
援
課
に

あ
り
ま
す
。

カンちゃん　ペットボ
トルやビンやプラス
チック製容器包装類
ごみは、なんで洗っ
てすすいで乾かして
出さんなんのやろ。

ビンちゃん　平成９年
４月に｢容器包装リサイクル法」が制定され
て、消費者は分別と排出、市町村は収集と
処理、事業者はリサイクル化しやすい物を
つくるという役割分担になったんや。ごみ
を洗って・すすいで・乾かして出すとリサ
イクルするための処理がしやすくなるんや。
そのほかに、ごみ袋に異物を入れないこと
も大切やで。
カンちゃん　たしか、収集したプラスチック
製容器包装類ごみは、環境パークで手作業
できちんと出されているか選別しているん

やんな。少しでも作業しやすいように出さ
んとあかんな。でも、いくら洗ってもだめ
なときはどうしたらいいの。

ビンちゃん　そのときは、月１回の燃やさな
いごみで出したらいいで。プラスチック製
容器包装類ごみは、リサイクルする業者が
引き取るけど、汚れ度チェックがあり、悪
いと引き取ってもらえないんや。だから、
異物を入れない、洗って・すすいで・乾か
す。ひとりぐらい許されるという悪い気持
は絶対にあかんで。

カンちゃん　みんなでルールを守らんとあか
んな。了解。

■循環社会形成課循環推進係（℡　２２‐１８２７）

市役所　TEL　0773(22)6111【代表】　FAX　0773（23）6537【代表】

４月１０日（木）は「交通事故死ゼロを目指す日」　

「
子
育
て
応
援
事
業
」
の

委
託
先

定員材料費回数開　催　時　期講　　座　 名
１５人月３２００円３６５月１４日～平成２１年２月１８日の毎週水曜日料 理年　

間
１５人月３０００円２０５月８日～平成２１年２月２６日の第２・４木曜日フラワーデザイン
１０人全２４１５円２１５月２４日～１１月２２日の毎週土曜日韓    国    語
１０人テキスト代実費６５月９日～７月１８日の隔週金曜日気          功

前　
　

期

１０人月３０００円１２５月１６日～８月１日の毎週金曜日パ ソ コ ン
１５人全２０００円５５月１３日～７月８日の隔週火曜日コーヒーの立て方

１５人月２５００円１３５月２２日、６月１９日、７月３日～１１月２０日
の第１・３木曜日、６月７日（土）陶 芸

１５人ヨーガマット１２５月１４日～１０月２２日の第２・４水曜日ヨ ー ガ

時間／いずれも午後７時～９時　　※韓国語講座は午後１時～３時。
ところ／勤労者青少年ホーム（岡ノ二町）
対象／市内に在住または在勤の３５歳未満の勤労青少年などの初心者
※申込者多数の場合は、３５歳未満の人を優先します。
申込方法／５月２日（金）までに、電話またははがきで勤労青少年ホーム
（〒６２０‐０８７１　字岡ノ１７５‐１　℡２３‐１６１６）まで。
※電話受付は日曜日・祝日を除く午後１時～９時。

勤 労 青 少 年 ホ ー ム 講 座 受 講 生
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金 山  

福知山市市民憲章　

わたしたちは、ふるさと福知山を“幸せの舞台”にします。 
水清い由良川、緑濃い山々、行き交う人々。 

生き生きとして、伸び伸びとしたふるさとをつくります。 
わたしたちは、ひとりひとりの中に 

人生を自由で美しいものにする力を持っています。 
そのわき出る力を集め、四季を愛し、命を尊び 

共に幸せを生きます。 

　金山地区は、地域住民や関係諸団体と
の連携を大切にし、子どもの成長を地域
全体で支え喜び合える「明るく住みよい
ふるさとづくり」に取り組んでいます。地
域独自の伝統文化が多く「三岳山 麓 探検

ろく

隊」や長尾の「めだかの学校」には、地域外
からもたくさんの参加があります。
　毎年行われる秋祭りなど各地域の祭りは、それぞれの
地域での伝統が守られ、大人から子どもたちに大切に引
き継がれています。

●人　口　515人（2月末）男247人　女268人
●世帯数　226世帯
●自治会　天座一区・天座二区・下野条・坂浦・上野条・

行積・長尾

▲長尾のシバザクラ（長尾）
　４月上旬～５月上旬に、国道１７６号沿
いの斜面に約１万株のシバザクラが鮮
やかなピンクの花を咲かせます。地元
有志のグループ「花の 郷 長尾」のみな

さと

さんが平成１３年に約２０００株を植えら
れたのが始まり。花びらが大きいのが
特徴で、毎年植栽面積を広げられ、散
策路や手作りの木製看板、ベンチ、駐
車場も整備されています。

　２５年目ごとの大祭で奉納される
芸能。 源頼光 が大江山の鬼退治の

みなもとのらいこう

お礼に、都で流行していた田楽を奉
納したことに由来します。別名ビン
ザサラ踊りともいい、中世の田楽踊
りを今にとどめています。次回の奉
納は平成２７年。

　平成１６年の台風２３号で水場が流失
しました。地域を流れる雲原川の改修
工事をきっかけに福知山環境会議の
協力と地域のみなさんの取り組みに
より平成１９年に復活し、地元だけでな
く多くの人に親しまれています。

▲天座の子ども練り太鼓
　天座・坂浦地区の保育園
児から高校生により、１０月の
秋祭りに行われる伝統芸能。
当日は各地区を終日練り歩
きます。

広報ふくちやま ●発行／福知山市　●編集／秘書広報課
　〒６２０‐８５０１　京都府福知山市字内記１３番地の１（内記三丁目）　ＴＥＬ　０７７３（２２）６１１１【代表】　ＦＡＸ　０７７３（２３）６５３７【代表】
　ホームページ　ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｃｉｔｙ．ｆｕｋｕｃｈｉｙａｍａ．ｋｙｏｔｏ．ｊｐ/平成２０（２００８）年４月１日号

「
広
報
ふ
く
ち
や
ま
」
に
つ
い
て
の
ご
意
見
・
ご
感
想
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
■
秘
書
広
報
課
広
報
係
（　
　

－

７
０
０
０
）

ＴＥＬ
２４

国道175号 

天座二区 
天座一区 

坂浦 

上野条 
行積 

長尾 

・北陵地域公民館 ・北陵地域公民館 

下野条 下野条 国道176号 国道176号 

▲御勝八幡宮の紫宸殿田楽（上野条）
み かつ はち まん ぐう し しん でん でん がく

▲名水 万亀の長寿の水（天座一区）
まん がめ

前金山地区公民館長

 岩  尾  英  俊 さん
いわ お ひで とし


